








































































































































































































































That’s all and yet I know
　People suffer
All beauty fades
The cold winds blow












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































For oft, when on my couch I lie
In vacant or in pensive mood,
They flash upon that inward eye
−98−
竹　長　吉　正
Which is the bliss of solitude ;
And then my heart with pleasure fills
And dances with the daffodils.
　第４行目Which is the bliss of solitude ;　（「孤独の祝福であるところの」）
は通常、その前の、inward eye　（「内なる眼」、心の眼）の説明と考えら
れるから、「孤独の祝福であるところの　内なる眼」とつながっていくと
解釈する（注12）。しかし、中村道は、They flash upon that inward eye （裡
うち
なる眼に閃
ひらめ
き来
きた
る　かの観
み も の
物）として、They（つまり、水仙の情景）が「独
居の天福なれ」（孤独を祝福するものだ）と解釈するのである。中村の解
釈を採ると、詩人が瞑想にふけり、長椅子に横たわっていて、心の眼に水
仙の情景が浮かぶ時、この時こそ、まさに、孤独でいることを祝福するも
のだとなる。これは、何となく理解できる解釈である。
　しかし、いっぽう、「孤独の祝福であるところの　内なる眼」という解
釈は、どうだろうか。これは、「内なる眼」を説明するだけの言葉となっ
ており、詩の表現としては稚拙である。
　よって、わたくしは中村道のように、この部分を解釈する。
　先に示した大意は、通常のものに沿ったものだが、この部分を次のよう
に改めると次のようになる。
　私が虚しい思いの時、また、寂しくて長椅子に横たわっている時、
　心の眼に閃き映ってくる、あの水仙の情景、それは私の孤独を祝福する
ものだ。（つまり、それは私の寂しさを慰め、喜びに変える。）
　そして、私の心は喜びに満ちあふれ、水仙と共に踊ってしまう。
　英詩の翻訳は、なかなか難しいものだが、それにしても、このような英
語に堪能な師中村道に教わって石井は英語が好きになり、大学の英文科に
進むようになったのである。
霜田史光研究落穂拾い（その１）
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　石井桃子は大正８年４月、浦和高等女学校に入学し、大正12年３月、卒
業した。第23回の卒業生である。そして同年４月、日本女子大学英文科に
入学した。
　『会誌』に関しての記述は以上のとおりだが、『同窓会誌』に関しての石
井の記述は多くない。
　『同窓会誌』第九号（大正13年７月）「消息」欄に石井の記事が出ている。
それは次のとおりである。
　卒業してからもう一年半、私達の後に一回の卒業生が出て私達も
古くなったわけです。震災後の一年は殊に早かったように思われま
す。種々なことが起きたからでしょう。その間に、私も再びなつか
しい学生生活に舞い戻りました。これが何より一番うれしいことで
す。無自覚に過ぎた女学校の生活も、それが過ぎてしまった後になっ
ては、どんな懐かしいものなのでしょう。けれど文通するお友達も
どんどん減り、ほんの一、二人となった今は、淋しくなります。必
ず今の私の生活が過ぎた後になっては、一生を通じての最も楽しい
思い出になることを信じて、心からの楽しい生活を心がけています。
会誌で皆様とお会い致しましょう。（＊新漢字、新仮名遣いに改め
た。）
　文中に「震災後の一年」とあるように、石井が浦和高等女学校を卒業し
日本女子大学に入学した大正12年（1923）の９月１日、関東大震災が起こっ
た。震災時のことは詳しく記されていないが、石井の入学した日本女子大
学でも大変であったろうし、また、浦和高等女学校でも大変であったろう。
　既に述べたように、浦和高等女学校の『会誌』『同窓会誌』を見ると、『会
誌』第七号（大正11年５月）と第八号（大正12年３月）はつつがなく発行
されているが、『同窓会誌』はその第九号が大正13年12月に発行されている。
　順調にいけば、『会誌』『同窓会誌』は大正12年度（大正12年４月～13年
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３月）に一回程度発行されていいはずであるが、わたくしの調べた限りで
は、該当する雑誌を見つけることができなかった。『会誌』の方はともか
くとして、『同窓会誌』第九号（大正13年12月）は震災後の最も早い発行
ではなかったかと判断する。
　ところで、前掲の消息文は女学校を卒業した石井の心境を率直に綴って
いる。また、「再びなつかしい学生生活に舞い戻りました」とあるのは、
震災後の混乱で大学が休学になっていたのが復旧して、大学生活を再び続
けることになったことを告げているのである。
　また、同誌同号の名簿欄には、「浦和町三三八」という石井の住所が出
ている。石井は日本女子大学へ浦和の自宅から通っていたのである。
　このように見てくると、わずか三年の差でありながら、霜田寿恵と石井
桃子との差が感じられる。寿恵はどちらかと言うと日本的であり、しかも、
お嬢さんでありながらも田舎の大農家の娘として封建的な家族（家庭）の
中で暮らしていた。大正ロマンの空気に魅かれながら、史光と同じように
新劇や民謡詩・短歌などの文化に影響を受けているが、その精神は日本的
である。それに対して、三年若い石井は、体が頑健であったこともあるが、
当時の中学生（男子）と同じように登山や旅行をし、片や学内においては
英語を駆使して発表を行うなど、西欧的な学校生活を送っている。詳しく
述べるには石井の著『幼
おさな
ものがたり』等を参照しなければならないが、石
井の浦和高等女学校での生活は、ともかくハイカラであり、日本的、及び
感傷的な印象を与えない。片や、霜田寿恵のイメージは竹久夢二の美人画
を想起させる。だとすれば、石井のイメージは理知的なインテリ女性のイ
メージであり、まさに師の中村道に沿った西欧的な生き方である。大正10
年前後には、高等女学校に学ぶ女子学生には、このような二種類のタイプ
があったと判断できるのである。
霜田史光研究落穂拾い（その１）
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